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1　は　し　が　き

第1報（東北農業研究第25号）では緑葉（ナか、グサ）

のメタノール抽出液が光に当たると槌色することを利用し，

その液をビン詰めにして．果実あるいは樹冠下に置くこと

により，簡単に日射量が計れることを報告した。この方法

は①緑葉からメタノール抽出液を得る，⑧抽出液の濃度を

測定する，③測定ビンに液を満たし所定の位置に置く。

④威光後の液熱度を測定する，という順序で行われろ。こ

れを日射計のカロリーと合せると検量曲線が得られる。し

かし，この検量曲線はかなり大きく変動する場合があるの

で．この報告では検量曲線の変動要因について検討した。
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図1検量曲線の変動

2　試　験　方　法

実験1　ナガハグサとリンゴの葉をそれぞれ2上のビ

ーカーに詰め，メタノールで「昼夜冷蔵庫（0℃）で抽出

し，ろ過後，分光光度計（日立124形ダブルビーム分光光

度計）で665岬の吸光度が2．0になるように調整・希釈し

た。この液を測定液とし，ネジロ試験管（高さ90■暮，外径

16』．底部半径8血の半球部を露光部とし，他をアルミホ

イルで覆った）に入れ．逆さにして．直達光が終日当たる

場所で，しかも農試電子式日射計と1仇以内の所に設置し
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た。これを所定のカロリー毎に取り込み朗ふ門の吸光度を

測定し．横掛こ吸光度．縦軸にカロリーをとって検量曲線

とした。

実験　2　リンゴ葉について実験1と同じ方法によった。

（以下すべてリンゴ葉を供試した。）ただし，調整液の吸光

度を2．0，1．5，1．0，0．5の4段階に分けて検量曲線を作

製した。

実験　3　測定ピン中の気泡の量を直径で分け，0．1～

5雷■，6～101嘉，11■｝以上とし，吸光度を比較した。

実験　4　測定液を昭和先年10月12日に作製し，直ち

に－20℃で保存し．昭和57年6月23日より．50℃で1，

2，5日間，20℃で5，10，21日間，0℃で10．21日間保

存した液について検量曲線を作製した。

3　賦　験　結　果

実験1　ナガハグサとリンゴ葉での検量曲線の差はな

く，緑葉のメタノール抽出液であれば材料は問題でないこ

とがわかった。しかし，能率を考えると濃度の濃いリンゴ

葉が便利であった。

実験　2　測定液の熱度を低くすると検量曲線の勾配が

急になり，測定液の吸光度の少差が，カロリーの大差とな

り正確さを欠く。したがって，勾配の緩い，測定範囲の広
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園2　調整液の重度による変動
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い吸光度2．0の測定液が適当と思われた。ただし，吸光度

1．5．1．0，0．5の場合も2．0に換算すると2．0の検量曲線と

ほは一致するようになる。

突崩　3　測定ビン中の気泡の存在による吸光度の変化

は判然とせず，気泡のないものと直径6～10mの気泡の

存在したもので大差なく．しかも一定の傾向も認められな

かった。

蓑1測定ビン中の気泡の存在と吸光度
（気泡なしを100とする）
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図3　保存温度50℃と日数

実験　4　測定液の保存温度を50℃にして，1，2日置く

と検量曲線は急勾配となり，5日目には日射測定範囲は吸

光度2．0～1．3位の狭い範囲となった。保存温度を20℃に

した場合も同様に日数が経つにつれて検量曲線は急勾配に

なったが10日までは吸光度2．0～0．9位までの測定範囲で

有効だが，218日になると吸光度2．0～1．2と測定範囲が

狭くなった。保存温度を0℃にした場合も同様な傾向であ

ったが21日保存した後でもそれほど検量曲線も急勾配を

示さず測定範囲も狭まらなかった。なお，保存温度を－20

℃にすると8か月経っても検量曲線はほとんど変化しなか

った。
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図4　保存温度20℃と日数
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図5　保存温度0℃と日数
（点線は8か月前の－20℃保存のもの）

4　ま　　と　　め

簡易日射測定法の検量曲線を安定化させるため，変動要

因を究明した結果，材料の種類や測定液の濃度，測定ビン

中の気抱の存在は影響が少なく，専ら，測定液の保存温度

と日数が検量曲線の変動の原因であることが判明した。測

定液を高温に，しかも長時間保存した後の検量曲線は急勾

配で．測定範囲が狭くなった。そこで，測定液を－20℃に

保存するか．1か月までであれば0℃の保存法が検量曲線

の安定に必要であることがわかった。


